
本
人
は
闇
船
を
買
う
て
南
下
し
た
。

二
十
一
年
四
月
頃
、
も
と
の
勤
務
先
の
係
か
ら
迎
え
の
車
が
き

て
、
会
社
の
近
く
の
社
宅
へ
入
れ
ら
れ
た
。
同
じ
係
に
い
た
熊
本

出
身
の
岩
本
さ
ん
と
二
人
だ
け
技
術
指
導
を
た
の
ま
れ
て
残
留
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
約
一
年
ほ
ど
や
っ
た
。
い
よ
い
よ
引
揚
げ
の

船
が
く
る
と
の
こ
と
で
会
社
か
ら
送
別
の
宴
と
せ
ん
別
金
の
八
千

円
を
も
ら
っ
た
。

二
十
二
年
一
月
、
佐
世
保
港
に
着
く
。
満
州
朝
鮮
の
引
揚
げ
者

は
ま
る
で
乞
食
姿
、
台
湾
引
揚
げ
者
は
立
派
な
姿
だ
っ
た
。
七
十

八
歳
の
今
日
ま
で
生
き
て
い
る
。

北
鮮
よ
り
帰
る
　 

兵
庫
県
　
住
田
照
雄
　 

昭
和
十
六
年
七
月
、
父
の
転
勤
の
た
め
、
朝
鮮
咸
鏡
北
道
清
津

府
に
移
転
す
る
。
昭
和
二
十
年
当
時
の
家
族
構
成
は
、
父
、
母
、

弟
、
妹
二
人
と
従
姉
妹
の
計
八
人
で
あ
っ
た
。
八
月
十
三
日
未
明
、

そ
の
頃
避
難
命
令
が
出
て
い
た
が
、
人
づ
て
に
解
除
と
聞
き
、
避

難
先
よ
り
自
宅
に
帰
り
、
昼
食
後
、
家
族
と
話
を
し
て
い
た
と
き
、

銃
弾
の
音
が
す
る
の
で
表
に
飛
出
し
、
漁
港
の
ほ
う
を
見
る
と
、

約
百
五
十
メ
ー
ト
ル
前
方
に
横
一
列
で
ソ
連
兵
が
銃
を
撃
っ
て
い

る
姿
が
見
え
る
の
で
、
さ
あ
、
た
い
へ
ん
と
家
族
に
知
ら
せ
、
一

目
散
に
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
肩
に
避
難
、
そ
の
後
家
に
は
帰
ら

ず
、
羅
南
よ
り
無
蓋
車
の
避
難
列
車
に
乗
り
、
父
の
会
社
の
事
業

所
が
あ
る
新
浦
で
下
車
。
二
十
日
、
保
安
隊
よ
り
呼
び
出
し
が
あ

り
、
日
本
刀
及
び
武
器
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
。
九
月
一
日
、
映

画
館
に
全
日
本
人
は
収
容
さ
れ
、
土
間
に
寝
起
き
さ
せ
ら
れ
、
食

事
の
煮
炊
き
も
館
内
で
し
、
便
所
に
い
た
っ
て
は
人
数
の
割
り
に

少
な
く
、
不
衛
生
で
あ
っ
た
。
二
週
間
を
過
ぎ
た
頃
、
「
各
人
出
発

せ
よ
」
と
の
こ
と
で
、
出
発
前
に
保
安
隊
で
身
体
検
査
を
さ
れ
、

時
計
、
高
額
貯
金
通
帳
、
貴
重
品
な
ど
は
没
収
さ
れ
た
。
妹
二
人

を
背
負
い
、
ソ
連
軍
の
ト
ラ
ッ
ク
が
通
る
た
び
に
身
を
隠
し
、
部

落
を
通
る
と
き
に
は
、
幼
児
の
お
し
め
の
中
ま
で
持
物
い
っ
さ
い

の
検
査
を
受
け
る
た
め
、
海
岸
に
出
て
海
路
で
行
く
こ
と
に
し
、

漁
民
と
交
渉
し
て
興
南
の
漁
港
ま
で
乗
船
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

興
南
に
到
着
し
、
日
本
人
会
の
人
の
世
話
で
、
山
の
中
腹
に
あ
る

旧
日
本
軍
の
監
視
所
跡
の
兵
舎
に
案
内
さ
れ
、
割
り
当
て
ら
れ
た



板
の
間
に
む
し
ろ
と
カ
マ
ス
を
敷
き
、
寝
る
と
き
に
は
衣
服
の
ま

ま
カ
マ
ス
の
中
に
は
い
り
寝
る
こ
と
に
し
た
。
最
初
の
頃
は
帰
国

も
早
い
と
思
い
、
食
事
の
材
料
は
手
持
ち
の
お
金
で
購
入
し
て
い

た
が
、
後
日
に
は
高
梁
が
主
食
と
な
り
、
海
岸
で
昆
布
、
ワ
カ
メ

を
拾
い
、
漁
港
に
行
き
、
明
太
の
蔵
物
を
貰
い
、
海
水
を
汲
み
、

調
味
料
に
す
る
毎
日
で
あ
っ
た
。

風
呂
に
も
は
い
ら
ず
着
替
え
は
な
く
、
服
や
靴
下
は
幾
重
に
も

継
ぎ
あ
て
を
し
、
使
用
し
て
い
る
の
で
シ
ラ
ミ
が
わ
き
、
天
気
の

良
い
日
は
シ
ラ
ミ
取
り
を
す
る
の
が
日
課
で
あ
っ
た
。
正
月
前
の

あ
る
日
、
小
生
が
盲
腸
で
痛
み
苦
し
ん
で
い
る
の
を
見
か
ね
た
満

州
で
薬
局
を
し
て
い
た
人
が
モ
ル
ヒ
ネ
を
く
れ
、
命
拾
い
を
し
た

こ
と
は
一
生
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
三
歳
に
な
る
妹
も
栄
養

失
調
の
た
め
は
う
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
、
こ
の
頃
、
毎
日
の
よ

う
に
栄
養
失
調
と
チ
フ
ス
の
た
め
死
ぬ
人
が
出
る
よ
う
に
な
っ

た
。
二
月
よ
り
日
本
人
に
対
し
て
米
の
配
給
が
あ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
配
給
を
受
け
る
と
、
帰
国
費
用
の
た
め
、
一
口
も
口
に
せ
ず
、

す
ぐ
換
金
す
る
よ
う
に
し
た
。
南
鮮
に
行
く
船
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
、
国
境
を
越
え
る
た
め
に
船
賃
と
し
て
大
人
か
ら
赤
ん
坊
に

至
る
ま
で
一
人
千
円
を
支
払
う
。
四
月
二
十
四
日
深
夜
、
漁
船
の

狭
い
船
倉
に
つ
め
こ
ま
れ
、
船
外
に
出
る
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ

た
。
二
日
前
に
出
た
船
が
元
山
沖
で
捕
ら
え
ら
れ
た
と
の
情
報
が

あ
り
、
心
配
し
た
が
ぶ
じ
注
文
津
の
漁
港
に
上
陸
す
る
と
白
い
粉

を
頭
か
ら
服
の
中
ま
で
か
け
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
行
き
先
々
で
白
く

な
る
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。

翌
朝
、
米
軍
の
ト
ラ
ッ
ク
に
便
乗
し
、
蔚
珍
へ
。
蔚
珍
よ
り
日

本
人
乗
組
員
の
船
で
釜
山
に
。
釜
山
で
は
お
寺
で
休
息
し
、
夕
方

日
本
行
き
の
船
に
乗
り
、
そ
の
晩
は
、
夢
に
も
見
た
祖
国
に
帰
れ

る
と
思
う
と
興
奮
し
て
眠
れ
ず
、
朝
方
う
つ
ら
う
つ
ら
し
て
い
る

と
、「
見
え
た
ぞ
！
」
の
声
に
起
こ
さ
れ
た
。
三
歳
の
妹
は
は
う
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
よ
く
ぞ
一
人
も
欠
け
ず
に
八
人

全
員
無
事
に
仙
崎
港
に
上
陸
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
き
に
、
昭

和
二
十
一
年
四
月
二
十
八
日
で
あ
っ
た
。

敗
戦
と
北
朝
鮮
か
ら
の
引
揚
げ　 

北
海
道
　
位
田
邦
夫
　 

私
達
一
家
は
祖
父
が
日
韓
併
合
前
朝
鮮
黄
海
道
沙
里
院
邑
西
里




